性格の診断とその導入 : 非行化しやすい生徒の性格について (昭和39年度中学校カウンセラー長期研修員論文(12編)) by 菊池 碩
性格の診断とその指導 たとえば.it>;:，種のI'E絡をもっτいる人間が，不愉快な家庭で生
活しているとすれば，その結呆な陀ごとにつけても乱暴しやすい情



















と， ζれはpv.Evに rJl~のある状態であり急性の非行である。 ζ
のpc.Pv.EcEvを組み合せるといくつかの類型ができ ，きらと>- :> 











化祭間化し性犯罪のt盟加や低年令化する傾向がみられ.憂うべき状 性格という言葉はキャラタ ター(独)といい， 彫町つけられたも
懇であり，その対策が強〈きけばれている.iド行吃対する対策には の，または刻みとまれたもので特徴とか標識とかいうととであるa
いろいろあると見われるし.モの発生の原因もいろいろ;f.る主思う。 それでは性絡を恰1&しているものはなにか，バ)1/7 ドーは f性格と










1.人間の行動の問題 非行少年の約20 %如、L5 U婦は.宙通の人に見られない何ら
人間の行動1 .-般に倒体的要因と，環続的安図の相Eの交捗~ì\! かの性情のかたよりがあると，従来の研究ではいわれる。非行少年
によっておとるものである。 レゲインは.人闘の行動 (B)を，人 の知的な欠陥も4!却しなければならないが，ととでは性絡の問題を
格(p)と全体的環境 (E)の関訟であるとし， B=f(p， E) 取り上げて考察してみよう。
なる式であらわしている。入閣の行動はさらに考えるとB=f(Pc 0 非行少年のì:i:栴椛造の内~を出!く考えてみると ， 精神薄弱・椅
+Pv.Ec十Ev)となる。 神的貿・精神病・神経症など突に事商事織であり， ζうしたものが， 、
[ *pc・・・・・固定きれた.情緒ぬ特牲を含めた基底的人賂 | 基底となっτ，性絡を形J草しているわけであり.その専門的知識が
¥ Pv・・ぃ・現象的人格 Eσ…・紘続的環境 ! ないl-..iEL{性格の診断もできないと考えちれるn
'- Ev'…・某依的状況 J ※J!J下少年院在続少年についτ具休的κ見る/:.東京管内の男子
- 22-












































































































生 徒 A B C D E F G 
'F 年 l 2 3 3 3 3 3 
知能偏差(i 18 23 22 29 49 43 54 
問題行動 窃盗 窃盗 窃盗 窃盗 窃盗 窃盗 窃盗暴行 怠学
(3)手続
¥テスト実施期日 昭和39 ~ 9月5日， 1日
場 所 両津市立南中学校






A B C D E F G 合計|
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反応領Jtの意味づけにあたっては.主として知的側面
から考えるわけであるが，まずW:D: Ddは39.0:50.8:ω
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A H C D 
出現数 % 出現数 % lHl!fi % 出現数
日 6 22.2 :¥04 2 1 2.5 l 
A 14 51 X ) 2 521 12 75.0 15 
o b j 3.7 2 12.5 
P 1 i 3.1 3.1 
A七 4 14.8 3 13.0 
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E F G 合 計
出現数 % 出現数 % 出現数 % 出現数 % 
5.0 2 10.0 2 1.6 5 15.6 25 15.0 
15.0 18 90.0 19 13.0 12 37.5 1 02 61.8 
3 1l.5 6 3.6 
3.8 18.7 10 邑6
5.0 5 I 15.6 13 7.8 
2 凪2 2 1.2 
3.1 0.6 
3.8 06 
5，0 3.1 3 1.8 
5.0 U6 
50 l 06 





P反応の出現教は診断上重要な;iM!;を持っており.少なくとも 4 0 総合的解釈について
般ーには5似上あるのが普通とされる。 P%が少な fぎるときは， ・運動因子 (1.1)と色彩卵子 (LC)との相互関係拡，
闘俳乏し<，ときには正常的J人関係ができなくなっている状 内面的な仕事をするという内仲間献と ，外界Rこ日を向けるという
恥考えられる。知的欠格 . 械の4安状~，現実との緩触を喪失 外帥恥との関係を示していると考える (M>kC)は外拡的体












FC+C+C' t.そのとき被験者によって.認知きれない，外的 理由の第ーはカウ Yセリングを受けるととにより，社会的不適応状
傾向を示し.情緒的な反応が潜在しており.C. G生徒は次の(1lX 態にある個人の情緒的態度を変容すると考えるからである。その第
+ DC+X) /Rの面からと 致ーする.
。(DX+双+X)/R
第8表 (I区+DC+X)
A B C D 
DX 3 2 l 2 
IX 2 l 2 
X 5 6 4 
~ 計 10 
同哨する得 37.0 34.7 46.2 24.2 
B F G 合計
I 4 4 17 
2 2 2 12 
4 8 291 
4 10 14 58 

















ができない。 (A(IIX+lX+X ) /Rなどから導き出される.) 
。攻撃的である。
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